
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 

 

 

                

第２４号 令和５年２月２8日（火）発行 文責 佐藤正人 

１－Ａ ２月１０日発行 池田達弥先生のお便りから。 

 

３－Ａ ２月２４日発行 須藤春菜先生のお便りから。 

 

「調子に乗っちゃって」などと言い訳する人もいますが、物事には「やって良いこと」と「いけないこと」が

あります。その「分別する力」を学校生活、地域生活で人と接することを通して学んでいくのです。間違いを指

摘してくれる人が「真の友」だと私は思っています。 

皆さんには四季を感じる「香り」はありますか？私にとっての「春の香り」は、田んぼの水が太陽に照らされ

蒸発するときの土の匂いです。冬は「雪」の香り、夏は「潮」の香り、秋は「たき火」の香りかなぁ～。3月の

希望と不安が入り交じった「そわそわ感」も理解出来ます。残り 1ヶ月が充実した生活でありますように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより１３号（令和４年９月２日発行）で『利他の心』という稲盛和夫さんの言葉を紹介しました。 

 

今年度もたくさんの立中生が、各地域で募集していたボランティア活動に参加しました。町の広報や、ポスターを見て

自分から参加の申込みをしてくれた立中生も増えました。 

（ 鈴木重良さんの活動を毎日目にしていた → 稲盛氏の言葉で納得した・共感した → 行動に移した ） 

活動した立中生にインタビューすると「自分の為の時間は減ってしまったけれど、誰かの為になっていることや、同じ

思いを持った人と一緒に活動できた充実感や満足感がなんとも言えず心地よかった。結局自分の為になったと思う。」と語

ってくれました。 

「２月２４日（金）発行２年Ａ組の学級通信」に、担任の熊谷章先生が、以下のようなことを生徒に向けて発信してく

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの心には「自分だけがよければいい」と考える利己の心と、「自分を犠牲にしても他の人を助けよう」とする利他

の心があります。利己の心で判断すると、自分のことしか考えていないので、誰の協力も得られません。自分中心ですか

ら視野も狭くなり、間違った判断をしてしまいます。一方、利他の心で判断すると「人によかれ」という心ですから、ま

わりの人みんなが協力してくれます。また視野も広くなるので、正しい判断ができるのです。より良い仕事をしていくた

めには、自分だけのことを考えて判断するのではなく、まわりの人のことを考え、思いやりに満ちた「利他の心」に立っ

て判断をすべきです。 

私は、「おかげさま」と「おたがいさま」という言葉が大好きで、誰かにしてもらった

恩を、別の誰かに返していくことにしています。「生き方」「在り方」と言われますが、ど

のように自分を生かすかは、個人の選択に委ねられます。自分は自分の行動によって成長

していきます。どんな活動が自分にとって有効か、選択しながら自分を磨いていきましょ

う。 


